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1. 日揮グループの紹介
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1. 会社紹介 日揮グループのビジネス領域

4

 総合エンジニアリング事業を主業とし、特にエネルギートランジションにおいてエネルギーの安定供給と脱炭素化の
両立に愚直に取り組んで参りました。その領域の一つとして2010年頃から太陽光発電所の運営やEPC・O&Mに取り組
み、ペロブスカイト太陽電池をはじめとする次世代型太陽電池においても現実解を追求しております。
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1. 会社紹介 日揮株式会社のグループ内のポジション

5

 国内の総合エンジニアリング事業を担う日揮株式会社は、日揮グループに中で特に事業ポートフォリオが多様である
ことから、課題先進国・日本において新たなビジネスや技術を育み、海外に展開するポジションでもあります。

新たなビジネス・技術を海外展開
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1. 会社紹介 未来戦略室の概要

6

日揮株式会社トップマネジメント

未来戦略室

経営企画 コーポレート・ベンチャー・キャピタル

経営企画と新規事業開発を一気通貫・オープンイノベーションで取り組む

新規事業開発

 中期経営計画
 M&A・事業提携戦略

 エネルギー・環境
 フードテック
 ヘルスケア・ライフサイエンス
 デジタル・ロボット

投資対象：シード・アーリー

 社長直轄の部署で、中期経営計画等の中長期計画の策定から新規事業開発を一気通貫で実行する体制と、オープンイ
ノベーションによるミッシングピースの補完により、迅速な意思決定と事業開発を強みとしております。
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1. 会社紹介 未来戦略室で取り組むイノベーション

7

エネルギー
環境

フードテック

ウェルビーイング

デジタル
ロボット

未来戦略室

再エネ発電所
核融合

ペロブスカイト
太陽電池

陸上養殖 クリーンミート

空間情報
デジタル化

宇宙作業
ロボット

送配電DX

送配電

核医学治療

LiBリサイクル

LiBリサイクル
風況測定

BMI治療

音声認識AI

音声DTx

ファスト
デジタルツイン

*他部署発

難病・希少疾患
医療 在宅医療

（新規事業開発） （CVC）

レアメタル精製

 太陽光発電の更なる普及のため、2022年5月にペロブスカイト太陽電池の開発・製造を手掛けるエネコート社に出資
し、当社は施工会社のポジションとして次世代型太陽電池の早期社会実装に取り組んでいます。

*ロゴ付きは事業子会社

完全自動運転
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1. 会社紹介 未来戦略室の再生可能エネルギー事業
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再エネ導入余地がない 出力制御が増えていく 発電家の市場リスク 需要家の再エネ争奪戦

新たな再エネ導入と余剰電力活用によるコーポレートPPAの創出

薄膜太陽光発電事業

×

当社の狙い

余剰電力活用事業

 再エネの主力とされる太陽光発電の適地不足や昼間の余剰電力の問題を解決するため、薄膜太陽電池による新たな再
エネ導入と余剰電力の活用によって、新たなコーポレートPPAの創出を目指しています。
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2. ペロブスカイト太陽電池のマーケット概観
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2. PSC概観 ペロブスカイト太陽電池の概要

10

Perovskite Solar Cells（PSC）

軽い・薄い・曲がる
1 kg/m2・1 mm・R50 mm

高効率
セル 26%

低コスト製造
連続・低温プロセス

大面積と変換効率の両立
均一積層が高難度

特長

耐久性とコストの両立
水分の封止が高コスト

原料のヨウ素
世界シェア2位・30%

原料の鉛
適切な廃棄処理が必要

エネルギー・経済
の安全保障

出所：株式会社エネコートテクノロジーズ

設置場所の拡大

脱炭素化の推進

日本が強い
フィルム型

建物への設置施工方法
建物の機能を損なわない方法

期待

課題

 太陽光発電の設置場所の拡大と国内産業の得意な領域であることから、再生可能エネルギーの導入拡大とエネル
ギー・経済安全保障の両立に期待が高まっており、次世代型太陽電池の本命と呼ばれている。
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2. PSC概観 モジュール構造から見た分類（発電用途）
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 ガラス型は堅牢性・高耐久性を活かした建材一体型、フィルム型は重量制約のある建物への後付けで新市場創出
 ガラス型×タンデム型は、必出の従来型パネルのリプレース市場を確保するかが焦点

ガラス型 フィルム型

単結合型
（非透過型）

タンデム型
（非透過型）

シースルー型
（透過型）

 従来型パネルとバッティング

 野立てや屋根置きの従来型パネルの
リプレース

 窓ガラスなどの建材一体型
 内窓などの後付け

 重量制約のある建物
 内窓など設置自由度を活かした用途

 設置面積が限定される上記建物等

 透過性が必要な農業ハウスや窓など
への後付け

 既存パネルへの後付けタンデム

新市場 リプレース
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2. PSC概観 2040年度の太陽光発電の導入目標
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 2040年度の太陽光発電の導入目標に換算すると170～220GWとなり、現在と比べて約2～3倍に増やす方向。

出所：資源エネルギー庁「第62回再エネ大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会」の資料に当社追記

2040年度

導入目標
170～220GW

現在と比べて
＋約100～150GW

約2～3倍

第7次エネルギー基本計画原案の
発電電力量と電源構成比率から換算

PSCの導入見込み
約20GW
（約1割）

次世代型太陽電池戦略
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2. PSC概観 PSCの中長期の価格目標と導入目標
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出所：次世代型太陽電池官民協議会「次世代型太陽電池戦略」より抜粋

 2025年からは国内市場の立ち上げのため需要創出を支援し、2030年頃からは広く普及させるため、14円/kWhを目
指して量産技術確立や生産体制整備が進められ、2040年頃からは自立できる価格で国内20GWの導入を目指す。
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2. PSC概観 国内外のメーカーの開発スケジュール

14

出所：当社調べ

 国内では積水化学とエネコートが2025年から商用化、2027年に量産化する計画。パナソニックは2026年にテスト
マーケティングを開始予定。海外では既に量産化済みの報道もある。
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2. PSC概観 地方自治体の動き

15

その他の実証補助事業
札幌市、新潟県、栃木県、埼玉県、三重県、滋賀県、京都府、兵庫県、徳島県、熊本県、等

大阪府・大阪市
万博で多数の展示を呼び込み

東京都
2040年度導入目標2GW

導入補助事業
実証補助事業

神奈川県
かながわ脱炭素共創PF

導入補助事業
実証補助事業

愛知県
あいち推進協議会
実証補助事業

福岡県
実証補助事業

福岡市
脱炭素先行地域
実証補助事業

静岡県
創エネ・蓄エネ技術協議会

実証補助事業

福島県
福島新エネ社会構想
実証補助事業

 大都市圏（東京、愛知、大阪、福岡）を中心に実証補助事業や導入目標の策定等の需要創出の動きが活発化している
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2. PSC概観 国内の導入先別の需要見込み
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出所：次世代型太陽電池官民協議会「次世代型太陽電池戦略」より抜粋

国内での需要の見込み

 率先導入が進められる公共部門や、脱炭素化の取組みを先行して環境価値を高く評価する民間企業から導入が進む見
込み。発電コストが20円/kWh程度まで低減し、電気代と比較した経済合理性が得られると導入拡大が進む。
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3. ペロブスカイト太陽電池の実装面の課題
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3. PSC実装 発電コストの構造（屋根置き）

18

出所：次世代型太陽電池官民協議会「次世代型太陽電池戦略」より抜粋

 従来型のシリコン太陽電池では、屋根置き太陽光発電設備の資本費のうち、施工コストの占める割合は3割程度を占め
ているため、PSCの競争力を高めるためには施工コストの削減努力も重要。
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3. PSC実装 設置場所の比較（発電用途）

19

 発電面・施工面・社会共生面においていずれも屋根の方が有利であり、これらが発電コストにおいても有利に働く
 社会共生面を踏まえて、屋根もしくは壁面のどちらかを優先して取り組むかが初期的な普及において重要

屋根 壁面

発電環境

施工面

社会共生面

 全般的に日射条件が良いため、発電
出力と総発電量が多い

 屋根が足場アクセスになるため、施
工・メンテナンスがしやすい

 意匠性が求められない
 日照権の問題が生じない
 反射対策は一部で求められる

 高緯度・積雪地域においては日射条
件が良く、総発電量が優れる場合が
ある

 足場アクセスを設ける必要がある
 低層かつ壁面が広く、建物が密集し
ていない場所では施工しやすい

 意匠性が求められる
 大量導入すると日照権が懸念される
 反射対策が基本的に求められる

発電コスト
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3. PSC実装 国内の設置場所別の需要見込み
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出所：次世代型太陽電池官民協議会「次世代型太陽電池戦略」より抜粋

 経済性の観点により屋根から導入が進み、発電コストの低下に伴って壁面や窓への導入が進むと見込まれる。また屋
根は市場が規模が大きく、発電コストが10円/kWh程度になると約30GWの導入が見込まれる。

国内での需要の見込み
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3. PSC実装 建築基準法における設置方法の分類

21

 BAPVにおいても建物に直接接着やビス止めする場合（②）は、BIPV（①）と同様に防火関係規定に適合する必要
 一方で、BAPVでも架台設置の場合（③）は設備として扱われ、構造耐力上安全であれば良い

BIPV

BAPV

①

②

③

出所：国土交通省の資料より抜粋し一部当社にて追記
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3. PSC実装 法令上におけるBAPVの課題
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 直接設置においては、燃焼性状を踏まえた消防法への対応と建物のメンテナンス手法が求められる
 架台設置においては、新たな設置施工方法の場合は構造安全性を評価する手法や標準化・規格化が求められる

構造安全性

耐火性能

維持管理性

 熱伸び差等に対する耐力の確保

 燃焼性状の評価と基準策定による消
防法への対応

 建物のメンテナンス手法の確立
（例：太陽電池の上から建物を検査する手法）

直接設置 架台設置

 新たな設置施工方法に対する標準
化・規格化

 危険物施設における火災リスクへの
対策による消防法への対応

 法令上は特になし



© 2025 JGC JAPAN CORPORATION ​Enhancing planetary health

3. PSC実装 各社の設置施工上の課題への取組み
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出所：次世代型太陽電池の導入拡大及び産業競争力強化に向けた官民協議会「次世代型太陽電池戦略」

 PSCの設置自由度を活かして、耐荷重性の低い建物屋根に対して軽量性や着脱性を工夫したり、建物壁面においては
足場コストを回避しながら採光との棲み分けを工夫した様々な設置施工の取組みが行われている。
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3. PSC実装 国内の実証実験・導入計画

24

出所：当社調べ

 国内ではBAPVを中心に実証実験や導入計画が進んでいる。
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3. PSC実装 国の公的資金による支援

25

 まずはフィルム型を先行して支援、今後はガラス型やタンデム型も支援していく動き
 NEDOプロで設置施工技術開発の支援やガイドライン策定も始まり、社会実装にも注力するフェーズに入ってきた

太陽光発電導入拡大等
技術開発事業

 タンデム型
 設置施工技術
 安全ガイドライン
 リサイクル技術

グリーンイノベーション基金
次世代型太陽電池の開発

 基盤技術開発事業
 実用化事業
 実証事業（量産技術・実証）
 タンデム型（公募中）

GXサプライチェーン
構築支援事業

 PSCの量産設備
 PSCの加工装置

社会実装モデル創出
導入支援事業

 フィルム型PSC
 ガラス型PSC（次年度）
 設置場所の横展開可能性

国の支援のステップ

数十億円 数百億円 数千億円 数十億円予算規模

各メーカーの
現在地

フィルム型
フィルム型

ガラス型

フィルム・
タンデム型

フィルム型
施工技術
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3. PSC実装 工場等の屋根置き太陽光の設置目標義務化

26

 メガソーラーは適地が減っていることから、国は省エネ法を改正して建物の利活用（屋根置き太陽光）を促す。

日経新聞朝刊一面（2025年6月30日） 対象：省エネ法の特定事業者
年間エネルギー使用量が原油換算1500kl以上

（電力量6,000MWh弱）

出所：経済産業省「省エネルギー小委員会第46回資料4」より抜粋
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3. PSC実装 各種太陽電池の棲み分け

27

種類 結晶シリコン
単/多結晶

CIS系
CIGS

軽量フレキ
シリコン

薄膜CIS系
CIGS ペロブスカイト

変換効率 20%～ ～15% ～20% ～15% ～15%
→～20%（将来）

耐久性 20年～ 20年～ 20年～ 20年～ 10年～
→20年～（将来）

コスト ◎ △ ○ △
△

→◎（将来）

重量 × × ○ ◎ ◎

メーカー

リジッド フレキシブル

 シリコン型は変換効率・耐久性・コストに優れているが重量が重たいため適地不足に向かっている状態に対して、
PSCは将来的にそれに匹敵すると期待されるが、当面は重量制約のある市場セグメントで棲み分けると予想される

出所：当社調べ
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3. PSC実装 国における設置施工関連の技術開発

28

出所：資源エネルギー庁

 今年度から5ヶ年計画のNEDO事業として、設置場所に応じた施工方法の技術開発や安全ガイドラインの策定が進行中
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3. PSC実装 NEDO：施工コスト低減と多様な設置場所への応用

29

出所：NEDO

 当社はNEDO事業に採択され、3ヵ年計画で独自のシート状架台を用いた製品開発を開始したところ

施工コスト
従来比35%減目標

（折板屋根において）

多様な場所に設置可能な
架台システム

（壁面・陸屋根・カーポート等）
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3. PSC実装 GI基金：工場折板屋根での大規模実証

30

 GI基金実証事業において、エネコートテクノロジーズの実証委託先としてコンソーシアムに参加

出所：実装加速連絡会

GI基金目標
14円/kWh
を目指す
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3. PSC実装 NEDO：設置・施工ガイドライン

31

 NEDO事業では、「太陽光発電の安全性向上および導⼊拡⼤のための設計・施⼯・リパワリング技術の基盤整備およ
びガイドライン策定」において、フレキシブル太陽電池の設置・施工ガイドラインの策定が進められている

出所：実装加速連絡会

金属屋根等に絞った
ガイドラインを

今年度中に初版公表予定
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4. 日揮の「どこでも発電所」の取組み
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4. どこ発 コンセプト

33
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4. どこ発 コンセプト
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4. どこ発 コンセプト
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4. どこ発 コンセプト
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4. どこ発 薄膜太陽電池の全く新しい施工方法「シート工法」

37

 最も早く発電コストの低廉化が進む、耐荷重性の低い大規模屋根に適した、産業向けの当社独自の施工方法を開発中。

特長①
軽量

特長②
着脱容易

特長③
施工性

特長⑥
実用済み

特長⑤
面積効率

特長④
耐風性
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4. どこ発 特長①・②：軽量・着脱容易

38

直接貼付工法

建物に接着剤等で貼り付ける
フィルム型太陽電池の施工方法

フレーム工法

金属製フレームと金具で固定する
従来型パネルの施工方法

シート工法

シート基材を台座にした
当社独自の施工方法

1～2 kg/m2～1 kg/m2 10～12 kg/m2

取り外しが困難

≒ ＜＜
1/6以下

着脱容易 取り外しが大変

 軽さと着脱容易を両立し、従来は重量制約や建物のメンテナンス性の問題で設置できなかった建物にも設置可能。
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4. どこ発 特長③：施工性

39

 施工モジュールとして連結して製造することで従来型と比べて約10倍の施工スピードが期待でき、施工コストを低減

STEP-0
シートと太陽電池を一体化して

施工モジュールを製造

STEP-2
施工モジュールを屋根などの
突起部に専用金具で挟み込む

STEP-1
折りたたんだ施工モジュールを
設置場所に運んで広げる

STEP-3
従来型と同じくコネクターを

繋いで配線するハゼ式折板屋根 ハゼ部
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4. どこ発 特長④：耐風性

40

耐風性能

独特の千鳥配置によるシート間の隙間を
風が通る抜けることによって風の影響を受けにくい構造

流体シミュレーションの一例
※風洞試験で検証中

 風に煽られやすい構造であるが、風を通す独特の配置と風圧面積を小さく区切ることで耐風性能を確保



© 2025 JGC JAPAN CORPORATION ​Enhancing planetary health

4. どこ発 特長⑤：面積効率

41

高い面積効率 部品が劣化しずらい 優れた意匠性

モックアップによる施工法検証
100枚=24m2

 配線を裏面で組んでいるため、面積効率が高く、部材の経年劣化リスクも低減。
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4. どこ発 特長⑥：実用済み（遮熱シートとして）

42

出所：日本ワイドクロス株式会社、一般社団法人日本建築総合試験所、一般財団法人カケンテストセンター

15年相当の耐候性

UV照射＋水スプレー

防火地域等に適合

屋根飛び火試験

※いずれも試験方法の参考写真

積雪1m相当の耐荷重建築基準法に適合
風速62m/s

引張試験 等分布荷重試験 耐候性試験 飛火・防炎認定

 シート構造部材として用いている遮熱シートは実用済みの製品であり、沖縄県石垣島の設計風速に相当する強度試験
や防火地域等で使用可能な飛び火・防炎認定を取得したものを採用。
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4. どこ発 シート工法の応用可能性

43

 パイプのアタッチメントや枠組みを設置することで、様々な形状の屋根や壁面に横展開が可能な構造。今後ニーズに
応じて構造検討・検証を進めていく。

壁面シート工法

カーポート

重ね式折板屋根

陸屋根

テント建築

パイプアタッチメントを等間隔に設置し
ハゼ式折板屋根と同様にシート工法で施工
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4. どこ発 シート工法の実証実績

44
横浜サイト（基礎研究）

苫小牧サイト（実装検証） 江の島サイト（～2025年8月）

博多駅サイト（2025年10月～）

Fラボサイト（2025年10月～）

福岡空港サイト（2025年12月～）

 技術開発拠点として横浜サイトと苫小牧サイトによる技術開発の推進に加えて、市場開拓としての公共および民間の
実証を進める体制

技術開発 市場開拓

技術開発と市場開拓
の実証による

スパイラルアップ

 ハゼ式折板屋根
 角波サイディング

 ハゼ式折板屋根

 日除けオーニング

 嵌合式折板屋根

 壁面
 カーポート柱
 野立て

 嵌合式折板屋根
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4. どこ発 技術開発の実証体制

45

横浜テスト実証
（基礎研究フィールド）

実験装置全景

折板PSC
シート工法

角波PSC
シート工法

平板PSC
樹脂パネル貼付

波板PSC
樹脂パネル貼付

苫小牧フィールド実証
（実装検証フィールド）

2023年9月～ 2024年2月～

＞

安全性
確認次第
順次展開

＝
同一の精緻な
計測システム

実証場所全景

計測システム

 横浜サイトで各種施工方法を事前検証し、有望かつ安全性の確認が取れたものから、苫小牧の港湾物流倉庫の実環境
下で実証実験を実施中。

PSC

角波PSC
シート工法

折板PSC
シート工法
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4. どこ発 技術開発：連結モジュールのkW実証

46

 複数のフィルム型太陽電池モジュールを反物シートの台座にあらかじめ物理的・電気的に接続することで、敷設作業
に加えて配線作業を大幅に削減
※フィルム型カルコパイライト太陽電池を使用。将来はペロブスカイト太陽電池とのタンデム型への発展を目指す。

施工スピード 100m2/人・日モジュールサイズ 2.5m2 単位重量 2kg/m2

連結モジュール
（5連結）

ハゼ式折板屋根

CIS
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4. どこ発 市場開拓：博多駅実証

47

 嵌合式折板屋根には掴み金具が必要なため、あらかじめパイプフレームに連結モジュールを組み込んだ一体モジュー
ルにすることで、軽量性と施工性を両立し、耐荷重性が低く夜間の短時間工事が必要な駅ホーム屋根に対応

検証ポイント
 列車走行の風・振動
 発電特性および耐久性の評価

モックアップ（施工検証）発電モジュール（発電実証）

検証ポイント
 夜間短時間工事の施工性
 駅利用客等への普及啓発

約 4 kg/m2 約 25 m2/hr

嵌合式折板屋根 ホーム照明に利用

PSC
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4. どこ発 市場開拓：Fラボ実証

48

 リニア神奈川新駅の開業までの仮設の交流施設であるが、建屋への貼り付けや穴あけを避けるため、パイプ一体モ
ジュールにして一気に設置。野立て型も仮設足場部品を用いて簡単に設置

野立て型（パイプ架台）屋根側面（≒壁面）

CIS

検証ポイント
 高日射環境での発電
特性および耐久性の
評価

約 4.5 kg/m2
（従来比 約1/5）

約 8 kg/m2
（従来比 約1/4）

5時間3時間

イルミネーションに利用

展開イメージ
 法面
 カーポート
 営農型
 被災地
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4. どこ発 市場開拓：Fラボ実証

49

 シート工法の風を通す特長を活かして、フェンス型を自立型と懸架型で設置。既設の渡り廊下（カーポート）の構造
耐力にも問題なし。

フェンス型（懸架）フェンス型（自立）

CIS

約 5.5～6.5 kg/m2
（従来比 約1/3～1/2）

3時間

検証ポイント
 様々な設置面における
発電特性の検証

展開イメージ
 駐車場
 遊牧地
 カーポート
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4. どこ発 実証成果（発電特性）

50

特に雨の日は
Si型の2倍以上の出力

需要の高い日の入・出に
Si型の2倍以上の出力

曇りや雨でも良く発電する

波長と分光感度の関係

日陰 曇り 日中 朝夕

ペロブスカイト

シリコン

斜め入射光でも良く発電する

夕 冬・高緯度 朝

入射角と出力の関係

ペロブスカイト

シリコン

好適な設置環境では変換効率以上の
発電コストの低減が期待できる

 PSCは従来型のシリコン太陽電池と比べて低照度でも良好に発電する特性があり、屋外発電用途では曇天・雨天時や
朝夕・冬季・高緯度地域などにおいて、優位な発電量や発電タイミングとなり得る。

壁面のほうが良く発電する場合

日の角度 雪の反射

高緯度地域や積雪地域では
壁面のほうが好適な場合あり

壁面

PSC
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4. どこ発 実証成果（シート工法の遮熱効果）

51

 屋根単体にシート工法を設置した場合の日向と日陰の温度を比較すると、10～15℃程度の遮熱効果*がある
 建物の省エネ効果をシミュレーションすると、省エネによる経済性は創エネだけに比べて5～10%程度向上*する

*実際の建物の構造や環境によって変わる

遮熱効果
10～15℃

省エネ効果
+5～10%
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4. どこ発 目指すビジネスモデル

52

 軽量・着脱可能なシート工法の太陽電池製品・サービスを提供。地場の施工会社とも連携して地域貢献を目指す

従来型PVを設置できない

需要家

薄膜太陽電池
メーカー

部材
メーカー

施工
施工

モジュール

組み立て
メーカー

製造委託

販売

企画・販売
O&M元請け

EPC元請け
O&M下請け架台システム

代理店登録
施工者技術認定

O&Mデータ

マーケティング・ブランディング製品改良
ラインナップ拡充

マーケティングデータ

委託 保全
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4. どこ発 新たなPPAサービスによる普及

53

屋根置きオンサイトPPA

初期費用・維持費用が不要 メリット 余っている屋根で収益を得られる

長期契約 デメリット 長期契約

＋ 屋根貸しオフサイトPPA

余剰電力

他の需要家

所有 売電 所有

 着脱容易な施工方法によって移設可能とすることで、初期費用ゼロのPPAモデルのデメリットであった長期契約の
ハードルを下げられる可能性。

 軽量な施工方法によって空いている屋根を活用し、余剰売電することで新たな収益を得られる可能性。



どんな建物も 本物の「再エネ資産」に変える
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